
AI活用研究会の３つの視点

ＡＩよりも人間が優れてい
る、創造性、独創性？

AIが社会を変える、経営を
変える？

AIは戦略？

資料２



AIに取り組む際の2つの視点

AIを「技術」ではなく「活用する

仕組み＝システム」として考える

• 技術自体よりも「活用方法」と
「組み込み方法」を重視する

• 「業務プロセス」や「社会的役
割」の中でＡＩを有効活用する

• 実証に基づく「活用事例」と
「運用体制」を重視する

科学技術の可能性を信じつつ、
人間の知恵と社会的規範で適

切に制御する

• 技術に対して、賢く使い、正し
く恐れる

• 実装に際して「倫理的配慮」と
「社会的合意」を尊重する

• 「人類の知恵」と「社会的規
範」で持続可能性を高める

実際に使って運用してみた結果から、活用の在り方を見極める



ノートブックAI（NotebookLM)

 Googleが開発したAIベースのドキュ
メントベースのノートツール

対話型AIユーザーがアップロードし
たノート、PDF、Google Docsなど
を、AIが学習

質問への回答、要約作成

◆松島先生の講義用テキストや資料をアップしました。
◆ソフトピアが公開している情報をアップしました。





岐阜県の中小企業がＡＩ活用を検討する
ときに、支援できる岐阜県内のスタート
アップ企業、を紹介してください。

ノートブックAIに質問しました



岐阜県内の中小企業がAI活用を検討する際に支援が期待できる企業や組織は以下の通

りです。これらの企業は岐阜県内に拠点を持ち、AI関連のサービスやソリューション

を提供しています。

◆ 株式会社リーサ：

ソフトピアジャパンの入居企業であり、大規模言語モデル（LLM）の利活用を支援する

「AMATE」ソリューションの開発や、生成AI関連の講演、研修、コンサルティングを提供して

います。

社内ナレッジを整備し、その知識に基づきLLMに回答させるRAG技術や、ファインチューニン

グによるLLMのカスタマイズ技術も持っています。

◆ あいエンタープライズ株式会社：

関ケ原に拠点を持ち、AIやロボットを活用した新しい農業の創出に挑戦しているスタート

アップ企業です。

人手不足や災害の激甚化、不耕作地の拡大といった農業の課題をAIで解決することを目指して

おり、システム開発や新規事業に関するコンサルティング業務も行っています。

◆ 株式会社シグナリオ：

ソフトピアジャパンドリーム・コアに拠点を置く企業で、IoT/AIのコンサルタント業務を手

掛けています。

特に製造業の生産性向上を支援するため、ソフトウェアやAIの販売も行っています。2025年

3月に設立された新しい企業です。



システムにAIを組み込む

人とAIを対立的、選択的にとらえるのではなく、
システム内で

AIと人とが効果的に対話しあう

新しい関係を構築する
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